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(57)【要約】
【課題】患者の皮膚の損傷や輸液管の捻れを招くことな
く、安定に輸液を行うことができる医療用コネクタを提
供する。
【解決手段】医療用コネクタ１は、連結管３１，７１と
、内周面に雌ねじ部３３，７４が設けられたロック部３
２，７３とを備える雄コネクタ３，７と、連結管３１，
７１の外周面に沿う形状の内周面５３，６２を備える中
空円筒部５１，６１と、雌ねじ部３３、７４に螺合され
る突起部５４，６３とを備える雌コネクタ５，６とから
なる。雌メスコネクタ５又は雄コネクタ７と一体に形成
され、中空円筒部５１又は連結管７１に連通し、コネク
タ本体４に接続される中空円筒の接続部５２，７２を備
え、接続部５２，７２は、コネクタ本体４の外周面に沿
う形状の内周面５５，７５を備え、コネクタ本体４に回
転自在に外嵌される。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　連結管と、該連結管の外周側に一体に配設され、内周面に雌ねじ部が設けられたロック
部とを備える雄コネクタと、
　該雄コネクタの該連結管の外周面に沿う形状の内周面を備え、該連結管に外嵌される中
空円筒部と、該中空円筒部の外周面に設けられ、該雄コネクタの該ロック部に設けられた
該雌ねじ部に螺合される突起部とを備える雌コネクタとからなる医療用コネクタであって
、
　該雄コネクタ又は該雌コネクタと一体に形成され、該連結管又は該中空円筒部に連通し
、輸液管の先端部に設けられたコネクタ本体に接続される中空円筒の接続部を備え、
　該接続部は、該コネクタ本体の外周面に沿う形状の内周面を備え、該コネクタ本体に対
して回転自在に外嵌されることを特徴とする医療用コネクタ。
【請求項２】
　請求項１記載の医療用コネクタにおいて、前記接続部は、前記内周面に円周方向に沿っ
て設けられ、前記コネクタ本体の外周面に円周方向に沿って設けられた環状突起部に係合
される環状凹部と、該環状凹部の該コネクタ本体が挿入される側に設けられた環状凸部と
を備え、該環状凸部は軸方向の両側に傾斜面を備えることを特徴とする医療用コネクタ。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２記載の医療用コネクタにおいて、前記接続部は、内周面がルアー
テーパー形状となっていることを特徴とする医療用コネクタ。
【請求項４】
　請求項１～請求項３のいずれか１項記載の医療用コネクタにおいて、前記接続部は、内
周面にシリコーンオイル層を備えることを特徴とする医療用コネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、輸液装置の上流側の輸液管と下流側の輸液管とを分離自在に接続する医療用
コネクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　医療用輸液装置として、薬液等が収容された容器に接続された輸液管から、患者の血管
に穿刺された留置針を介して、血管内に薬液等を供給する輸液装置が用いられている。前
記輸液装置では、前記留置針を抜去し再穿刺することなく前記薬液等を交換するために、
該留置針に接続されている下流側の輸液管と、前記薬液等が収容された容器に接続された
上流側の輸液管とを分離自在に接続する医療用コネクタが用いられている。
【０００３】
　前記医療用コネクタは、雄コネクタと雌コネクタとからなり、該雄コネクタは、例えば
、外周面がルアーテーパーとなっている連結部と、連結部の外周側に配設されたロック部
とを備える二重同芯円筒状となっており、ロック部の内周面には雌ねじ部が設けられてい
る。また、前記雌コネクタは、例えば、内周面がルアーテーパーとなっており、該連結管
に外嵌される中空円筒部と、該中空円筒部の外周面に設けられ、該雄コネクタの前記ロッ
ク部に設けられた前記雌ねじ部に螺合される突起部とを備えている（例えば、特許文献１
参照）。
【０００４】
　前記医療用コネクタによれば、前記雄コネクタの前記ロック部の内周面に形成された雌
ねじ部に、前記雌コネクタの突起部を合わせて該雄コネクタを回転させると、回転に従っ
て前記連結部が前記雌コネクタの中空部に挿入され、前記ルアーテーパーにより液密に接
続される。また、前記雌コネクタの突起部が、前記雄コネクタの前記ロック部の内周面に
形成された雌ねじ部に螺合されることにより、該雌コネクタと該雄コネクタとが接続され
た状態で固定される。
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【０００５】
　前記医療用コネクタは、例えば、雄コネクタが上流側の輸液管に接続され、雌コネクタ
が下流側の輸液管に接続される。一方、近年、コネクタの誤接続防止のため、経腸栄養ラ
インで用いられるコネクタに関して、雄コネクタが下流側の輸液管に接続され、雌コネク
タが上流側の輸液管に接続されるという新たな国際規格の制定が検討されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１４－１００３４７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、前記医療用コネクタでは、下流側の輸液管に接続された雄コネクタを回
転させる構成とすると、操作しにくい上、該輸液管に接続されている留置針が同時に回転
することとなり、特に患者が新生児や小児であるときに皮膚の損傷を招く虞があるという
不都合がある。
【０００８】
　一方、上流側の輸液管に設けられている雌コネクタを回転させれば患者の皮膚の損傷は
防ぐことができるが、上流側の輸液管が捻れて潰れたり、捻れを解消しようとして雌コネ
クタと雄コネクタとの接続が緩み、輸液が不安定になる虞があるという不都合がある。
【０００９】
　そこで、本発明は、かかる不都合を解消して、患者の皮膚の損傷や輸液管の捻れを招く
ことなく、安定に輸液を行うことができる医療用コネクタを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　かかる目的を達成するために、本発明の医療用コネクタは、連結管と、該連結管の外周
側に一体に配設され、内周面に雌ねじ部が設けられたロック部とを備える雄コネクタと、
該雄コネクタの該連結管の外周面に沿う形状の内周面を備え、該連結管に外嵌される中空
円筒部と、該中空円筒部の外周面に設けられ、該雄コネクタの該ロック部に設けられた該
雌ねじ部に螺合される突起部とを備える雌コネクタとからなる医療用コネクタであって、
該雄コネクタ又は該雌コネクタと一体的に形成され、該連結管又は該中空円筒部に連通し
、輸液管の先端部に設けられたコネクタ本体に接続される中空円筒の接続部を備え、該接
続部は、該コネクタ本体の外周面に沿う形状の内周面を備え、該コネクタ本体に対して回
転自在に外嵌されることを特徴とする。
【００１１】
　本発明の医療用コネクタは、雄コネクタと雌コネクタとからなる。ここで、前記雄コネ
クタは、連結管と、該連結管の外周側に一体に配設されたロック部とを備え、該ロック部
は内周面に雌ねじ部が設けられている。
【００１２】
　また、前記雌コネクタは、前記雄コネクタの前記連結管に外嵌される前記中空円筒部と
、該中空円筒部の外周面に設けられた突起部とを備えている。前記中空円筒部は、前記雄
コネクタの前記連結管の外周面に沿う形状の内周面を備え、前記突起部は、該雄コネクタ
のロック部に設けられた雌ねじ部に螺合される。
【００１３】
　本発明の医療用コネクタによれば、前記雄コネクタのロック部の内周面に形成された雌
ねじ部に、前記雌コネクタの突起部を合わせて回転させると、回転に従って該雄コネクタ
の連結部が該雌コネクタの中空円筒部に挿入され、該雌コネクタと該雄コネクタとが接続
された状態で固定される。
【００１４】
　また、本発明の医療用コネクタは、前記雄コネクタ又は前記雌コネクタと一体に形成さ
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れた前記接続部を備えており、該接続部は、前記コネクタ本体の外周面に沿う形状の内周
面を備え、該コネクタ本体に対して回転自在に外嵌されている。従って、本発明の医療用
コネクタによれば、前記雄コネクタ又は前記雌コネクタを前記コネクタ本体に対して独立
に回転させることができ、患者の皮膚が損傷したり輸液管が捻れたりすることを防止して
、安定に輸液を行うことができる。
【００１５】
　前記接続部は、前記雄コネクタ又は前記雌コネクタのいずれか一方と一体に形成されて
いてもよく、該雄コネクタと該雌コネクタとのそれぞれと一体に形成されていてもよい。
【００１６】
　また、本発明の医療用コネクタにおいて、前記接続部は、前記内周面に円周方向に沿っ
て設けられ、前記コネクタ本体の外周面に円周方向に沿って設けられた環状突起部に係合
される環状凹部と、該環状凹部の該コネクタ本体が挿入される側に設けられた環状凸部と
を備え、該環状凸部は軸方向の両側に傾斜面を備えることを特徴とする。
【００１７】
　本発明の医療用コネクタにおいて、前記接続部は、前記内周面に備えられた前記環状凹
部を、前記コネクタ本体の外周面に円周方向に沿って設けられた前記環状突起部に係合さ
せることにより、該コネクタ本体から脱落することなく、該コネクタ本体に対して円滑に
回転させることができる。このとき、前記環状突起部は、前記接続部の前記内周面に備え
られた前記環状凸部により抜け止めされるので、該接続部が前記コネクタ本体から脱落す
ることを確実に防止することができる。
【００１８】
　また、本発明の医療用コネクタにおいて、前記接続部は、前記内周面に備えられた前記
環状凹部の軸方向の両側に傾斜面を備えるので、容易に成形することができる。
【００１９】
　また、本発明の医療用コネクタにおいて、前記接続部は、内周面がルアーテーパー形状
となっていることが好ましい。本発明の医療用コネクタは、前記接続部の内周面がルアー
テーパー形状となっていることにより、前記コネクタ本体の外周面がルアーテーパー形状
となっているときには、該接続部と該コネクタ本体とを容易且つ確実に嵌合することがで
きる。
【００２０】
　また、本発明の医療用コネクタにおいて、前記接続部は、内周面にシリコーンオイル層
を備えることが好ましい。本発明の医療用コネクタは、前記接続部の内周面にシリコーン
オイル層を備えることにより、前記コネクタ本体に対して容易に回転することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の第１の態様の医療用コネクタの構成を示す模式的断面図。
【図２】本発明の第１の態様の医療用コネクタにおいて雌コネクタを雄コネクタと接続し
た状態を示す模式的断面図。
【図３】本発明の第２の態様の医療用コネクタの構成を示す模式的断面図。
【図４】本発明の第２の態様の医療用コネクタにおいて雄コネクタを雌コネクタと接続し
た状態を示す模式的断面図。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　次に、添付の図面を参照しながら本発明の実施の形態についてさらに詳しく説明する。
【００２３】
　まず、図１及び図２を参照して本実施形態の第１の態様の医療用コネクタ１について説
明する。
【００２４】
　図１に示すように、医療用コネクタ１は、下流側の輸液管２ａに設けられた雄コネクタ
３と、上流側の輸液管２ｂに設けられたコネクタ本体４に接続される雌コネクタ５とから
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なる。下流側の輸液管２ａは、患者の血管内に穿刺される留置針（図示せず）に接続され
、留置針と反対側の端部に、雄コネクタ３が設けられている。一方、上流側の輸液管２ｂ
は、医療用輸液装置において薬液等の容器（図示せず）に接続され、容器と反対側の端部
に、雌コネクタ５に接続されるコネクタ本体４が設けられている。
【００２５】
　医療用コネクタ１は、雌コネクタ５がコネクタ本体４に接続された状態で、雄コネクタ
３が雌コネクタ５と接続されることにより、輸液管２ａ，２ｂを接続する。
【００２６】
　雄コネクタ３は、留置針側の端部に下流側の輸液管２ａが接続される一方、雌コネクタ
５側の端部は、中空円筒状でルアーテーパー形状の外周面を備える連結部３１と、連結部
３１の外周側に設けられたロック部３２とからなる二重同芯円筒状となっている。連結部
３１とロック部３２とは留置針側で接続されており、ロック部３２の内周面には雌ねじ部
３３が形成されている。
【００２７】
　コネクタ本体４は、容器側の端部に上流側の輸液管２ｂが接続される一方、雌コネクタ
５側の端部は中空円筒部４１となっており、中空円筒部４１の外周面はルアーテーパー形
状となっている。また、中空円筒部４１の外周面の中程には、円周方向に沿って全周に亘
って形成された環状突部４２が設けられている。環状突部４２は、中空円筒部４１の外周
面の雌コネクタ５側から輸液管２ｂ側に向かって次第に隆起するスロープ部４３と、スロ
ープ部４３の輸液管２ｂ側端部に設けられ、中空円筒部４１の軸方向と直交する壁部４４
とを備えている。
【００２８】
　雌コネクタ５は、ポリエチレン、ポリプロピレン等の変形可能な合成樹脂からなり、雄
コネクタ３側に突出する中空円筒部５１と、コネクタ本体４側に突出する接続部５２とを
備えており、中空円筒部５１と接続部５２とは一体的に形成されている。
【００２９】
　中空円筒部５１は、雄コネクタ３の連結部３１の外周面に沿うルアーテーパー形状の内
周面５３を備え、内周面５３により連結部３１に外嵌されるようになっている。また、中
空円筒部５１は、外周面の先端に雄コネクタ３のロック部３２の内周面に形成された雌ね
じ部３３に螺合される突起部５４を備えている。突起部５４は雌ねじ部３３に螺合できれ
ばよく、中空円筒部５１の外周面の全周に亘って形成されていてもよく、間欠的に、例え
ば図１に示すように直径方向に対向する２ヶ所に１つずつ形成されて対を形成していても
よい。
【００３０】
　一方、接続部５２は、コネクタ本体４の外周面に沿うルアーテーパー形状の内周面５５
を備え、内周面５５によりコネクタ本体４に外嵌されるようになっており、内周面５５は
中空円筒部５１の内周面５３に連通している。また、内周面５５は、コネクタ本体４の環
状突部４２の外形に沿う形状の環状凹部５６と、環状凹部５６の中空円筒部５１と反対側
に設けられた環状凸部５７とを備え、環状凸部５７は軸方向の両側に傾斜面５７ａ，５７
ｂを備えている。
【００３１】
　次に、図２を参照して、本実施形態の医療用コネクタ１の使用方法について説明する。
【００３２】
　医療用コネクタ１を使用するときには、まず、雌コネクタ５の接続部５２をコネクタ本
体４の中空円筒部４１に外嵌する。このとき、コネクタ本体４の中空円筒部４１には外周
面に環状突部４２が形成されているが、雌コネクタ５は、ポリエチレン、ポリプロピレン
等の変形可能な合成樹脂からなるので、環状突部４２のスロープ部４３により外周方向に
拡径される。
【００３３】
　そして、接続部５２の環状凹部５６に環状突部４２が収容されることにより、雌コネク
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タ５がコネクタ本体４に接続される。このとき、コネクタ本体４は環状突部４２の壁部４
４が、雌コネクタ５の環状凹部５６に係合し、環状凸部５７により抜け止めされるので、
雌コネクタ５がコネクタ本体４から脱落することを確実に防止することができる。
【００３４】
　また、雌コネクタ５は、接続部５２の内周面５５が、ルアーテーパーによりコネクタ本
体４の中空円筒部４１の外周面に密着することにより、コネクタ本体４に対して液密に接
続されている。しかし、雌コネクタ５は、環状凹部５６がコネクタ本体４の環状突部４２
に係合しているだけで、接着剤等を用いずに接続されているので、コネクタ本体４に対し
て回転自在となっている。
【００３５】
　このとき、雌コネクタ５は、接続部５２の内周面５５に図示しないシリコーンオイル層
を備えていてもよく、該シリコーンオイル層によりコネクタ本体４に対して容易に回転す
ることができる。前記シリコーンオイル層は、例えば、コネクタ本体４の中空円筒部４１
の外周面に塗布することにより設けてもよく、接続部５２の内周面５５に直接塗布しても
よい。
【００３６】
　次に、雌コネクタ５の中空円筒部５１を雄コネクタ３の連結部３１に外嵌する。このと
きには、中空円筒部５１の外周面の先端に形成されている突起部５４を、雄コネクタ３の
ロック部３２の内周面に形成されている雌ねじ部３３に合わせて、雌コネクタ５を回転さ
せる。
【００３７】
　雌コネクタ５は、上述のようにコネクタ本体４に対して回転自在とされているので、輸
液管２ｂに捻れを発生させることなく、突起部５４により雄コネクタ３の雌ねじ部３３に
螺着することができる。これに伴って、中空円筒部５１が雄コネクタ３の連結部３１に外
嵌され、中空円筒部５１の内周面５３がルアーテーパーにより雄コネクタ３の連結部３１
の外周面に密着し、雌コネクタ５は雄コネクタ３に液密に接続される。
【００３８】
　雌コネクタ５は、上流側の輸液管２ｂに設けられているので扱い易く、雌コネクタ５を
回転させても下流側の輸液管２ａは回転されることがないので、患者の皮膚の損傷を防止
することができる。
【００３９】
　尚、本実施形態では、雌コネクタ５の内周面５３、雄コネクタ３の連結部３１の外周面
、接続部５２の内周面５５、コネクタ本体４の中空円筒部４１の外周面をそれぞれルアー
テーパー形状としているが、液密に接続できる形状であればルアーテーパー形状以外の形
状であってもよい。
【００４０】
　次に、図３及び図４を参照して本実施形態の第２の態様の医療用コネクタ１１について
説明する。
【００４１】
　図３に示すように、医療用コネクタ１１は、下流側の輸液管２ａに設けられた雌コネク
タ６と、上流側の輸液管２ｂに設けられたコネクタ本体４に接続される雄コネクタ７とか
らなる。輸液管２ａ，２ｂ及びコネクタ本体４の構成は、図１及び図２に示す第１の態様
の医療用コネクタ１と同一であるので、同一の構成には同一の符号を付して詳細な説明を
省略する。
【００４２】
　医療用コネクタ１１は、雄コネクタ７がコネクタ本体４に接続された状態で、雌コネク
タ６が雄コネクタ７と接続されることにより、輸液管２ａ，２ｂを接続する。
【００４３】
　雌コネクタ６は、留置針側の端部に下流側の輸液管２ａが接続される一方、雄コネクタ
７側の端部に中空円筒部６１を備えている。中空円筒部６１は、ルアーテーパー形状の内
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周面６２を備え、外周面の先端に突起部６３を備えている。
【００４４】
　雄コネクタ７は、ポリエチレン、ポリプロピレン等の変形可能な合成樹脂からなり、雌
コネクタ６側に突出し、雌コネクタ６の中空円筒部６１に嵌合される連結部７１と、コネ
クタ本体４側に突出する接続部７２とを備えており、連結部７１と接続部７２とは一体的
に形成されている。
【００４５】
　連結部７１は、中空円筒状でルアーテーパー形状の外周面を備え、連結部７１の外周側
に設けられたロック部７３と二重同芯円筒状体を形成している。連結部７１とロック部７
３とは接続部７２側で接続されており、ロック部７３の内周面には雌コネクタ６の突起部
６３が螺合される雌ねじ部７４が形成されている。
【００４６】
　一方、接続部７２は、コネクタ本体４の外周面に沿うルアーテーパー形状の内周面７５
を備え、内周面７５によりコネクタ本体４に外嵌されるようになっており、内周面７５は
連結部７１の内周面に連通している。また、内周面７５は、コネクタ本体４の環状突部４
２の外形に沿う形状の環状凹部７６と、環状凹部７６の連結部７１と反対側に設けられた
環状凸部７７とを備え、環状凸部７７は軸方向の両側に傾斜面７７ａ，７７ｂを備えてい
る。
【００４７】
　次に、図４を参照して、本実施形態の医療用コネクタ１１の使用方法について説明する
。
【００４８】
　医療用コネクタ１１を使用するときには、まず、雄コネクタ７の接続部７２をコネクタ
本体４の中空円筒部４１に外嵌する。このとき、コネクタ本体４の中空円筒部４１には外
周面に環状突部４２が形成されているが、雄コネクタ７は、ポリエチレン、ポリプロピレ
ン等の変形可能な合成樹脂からなるので、環状突部４２のスロープ部４３により外周方向
に拡径される。
【００４９】
　そして、接続部７２の環状凹部７６に環状突部４２が収容されることにより、雄コネク
タ７がコネクタ本体４に接続される。このとき、コネクタ本体４は環状突部４２の壁部４
４が、雄コネクタ７の環状凹部７６に係合し、環状凸部７７により抜け止めされるので、
雄コネクタ７がコネクタ本体４から脱落することを確実に防止することができる。
【００５０】
　また、雄コネクタ７は、接続部７２の内周面７５が、ルアーテーパーによりコネクタ本
体４の中空円筒部４１の外周面に密着することにより、コネクタ本体４に対して液密に接
続されている。しかし、雄コネクタ７は、環状凹部７６がコネクタ本体４の環状突部４２
に係合しているだけで、接着剤等を用いずに接続されているので、コネクタ本体４に対し
て回転自在となっている。
【００５１】
　このとき、雄コネクタ７は、接続部７２の内周面７５に図示しないシリコーンオイル層
を備えていてもよく、該シリコーンオイル層によりコネクタ本体４に対して容易に回転す
ることができる。前記シリコーンオイル層は、例えば、コネクタ本体４の中空円筒部４１
の外周面に塗布することにより設けてもよく、接続部７２の内周面７５に直接塗布しても
よい。
【００５２】
　次に、雌コネクタ６の中空円筒部６１を雄コネクタ７の連結部７１に外嵌する。このと
きには、中空円筒部６１の外周面の先端に形成されている突起部６３を、雄コネクタ７の
ロック部７３の内周面に形成されている雌ねじ部７４に合わせて、雄コネクタ７を回転さ
せる。ここで、突起部６３は雌ねじ部７４に螺合できればよく、中空円筒部６１の外周面
の全周に亘って形成されていてもよく、間欠的に、例えば図３に示すように直径方向に対
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向する２ヶ所に１つずつ形成されて対を形成していてもよい。
【００５３】
　雄コネクタ７は、上述のようにコネクタ本体４に対して回転自在とされているので、輸
液管２ｂに捻れを発生させることなく、雌ねじ部７４を雌コネクタ６の突起部６３に螺着
することができる。これに伴って、連結部７１が雌コネクタ６の中空円筒部６１に内嵌さ
れ、雄コネクタ７の連結部７１の外周面がルアーテーパーにより中空円筒部６１の内周面
６２に密着し、雄コネクタ７は雌コネクタ６に液密に接続される。
【００５４】
　雄コネクタ７は、上流側の輸液管２ｂに設けられているので扱い易く、雄コネクタ７を
回転させても下流側の輸液管２ａは回転されることがないので、患者の皮膚の損傷を防止
することができる。
【００５５】
　尚、本実施形態では、雌コネクタ６の内周面６２、雄コネクタ７の連結部７１の外周面
、接続部の内周面７５、コネクタ本体４の中空円筒部４１の外周面をそれぞれルアーテー
パー形状としているが、液密に接続できる形状であればルアーテーパー形状以外の形状で
あってもよい。
【符号の説明】
【００５６】
　１…医療用コネクタ、　２ａ…下流側の輸液管、　２ｂ…上流側の輸液管、　３，７…
雄コネクタ、　４…コネクタ本体、　５，６…雌コネクタ、　３１，７１…連結部、　３
２，７３…ロック部、　３３，７４…雌ねじ部、　４２…環状突部、　５１，６１…中空
円筒部、　５２，７２…接続部、　５４，６３…突起部、　５６，７６…環状凹部、　５
７，７７…環状凸部、　７７ａ，７７ｂ，７７ａ，７７ｂ…傾斜部。

【図１】 【図２】



(9) JP 2017-148444 A 2017.8.31

【図３】 【図４】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

